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鈴⿅⻄ロータリークラブ会報 
所属: 国際ロータリー第 2630 地区 鈴⿅・⻲⼭グループ; 創⽴: 1985 年 3 月 27 日; RI 認証: 1985 年 6 月 3 日(No. 1665);  

事務所: 〒513-0802 三重県鈴⿅市飯野寺家町 816 鈴⿅商⼯会議所 3F; 電話: 059-383-7077; FAX: 059-383-8501;  

E-Mail: info@rotary-suzuka-west.org; Web Site: http://www.rotary-suzuka-west.org/ 

例会場: 鈴⿅商⼯会議所 4F 大ホール; 例会日: 火曜日; 例会⾷事: 12:00; 例会: 12:30-13:30; 会報発⾏担当: 川⼾広樹

第 1543 回例会 2017 年 11 月 14 日（火） 

例会場: 鈴⿅商⼯会議所 4 階大ホール 

例会進⾏: 勇 理維⼦ 副ＳＡＡ 

開始 ：12：30 終了 ：13：30 

点鐘:会⻑ 川岸光男 

ソング: 我らの生業 

ソングリーダー: 勇理維⼦ 副ＳＡＡ 

ゲスト：鈴⿅市児童詩コンクール実⾏委員会 

実⾏委員⻑ 大井正美様  

⽶⼭記念奨学生 張 丹丹様 

会⻑挨拶 川岸光男会⻑ 

最近は寒さが一段と

厳しくなってまいり

ました．例会へのご

出席ありがとうござ

います． 

先週は鼓ヶ浦海岸

の清掃活動に多くの会員の皆様にご出席いただき

ました．また、鈴⿅⻄プロバスクラブ様を始め、

柴田幹事の日本人学校のネパールの学生やモータ

ースポーツ友の会の役員の皆様など、お忙しい中、

参加いただき盛大に開催できました．皆様ありが

とうございました． 

 ⾃然の⼒は恐ろしい物がございますが、皆様の

⼒で少しでも⾃然を保たれたと思っております．

これからも⾃然災害に負けない様、⼒を合わせて

取り組んでいく必要があります．ご参加いただい

た皆様に心より重ねて感謝申し上げます． 

 また、日曜日より九州場所が始まりました．追

⼿風部屋幕内の四⼒⼠が頑張っています．応援宜

しくお願いします． 

 さて、本日のゲストは児童詩コンクール実⾏委

員⻑の大井様にご出席いただいております．また、

⽶⼭奨学生 張 丹丹さんにも出席いただいてお

ります．本日のメインは、ガバナー補佐 河田様

の卓話です．よろしくお願い致します． 

幹事報告  柴田友美幹事  

1. 鈴⿅・⻲⼭グループ

各ロータリークラブ

例会変更のお知らせ 

▪鈴⿅ＲＣ：12 月 13 

日（水）18 時夜間例 

会の為白⼦ストー 

リアホテル 

12 月 20 日（水）⇒12 月 23（土）18 時 忘年 

家族例会のためコンフェット 鈴⿅平安閣 

12 月 27 日（水）特別休会 

平成 30 年 1 月 3 日（水）法定休日 

1 月 10 日（水）17 時 椿大神社参拝・新年例 

会のため椿大神社・椿会館 

▪鈴⿅シティＲＣ：12 月 20 日（水）クリスマス 

例会の為クラブ蝶々 

12 月 27 日（水）特別休会 

 

2. 当クラブ例会変更のお知らせ 

□11 月 28 日（火）18：30〜夜間例会のため鈴 

⿅サーキットホテル内「ＳＵＮＰＯ」 
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□12 月 5 日（火）9：00〜環境整備（花壇の整 

備など）のため深谷公園 

※11 月 28 日（火）夜間例会と 12 月 5 日（火）

深谷公園の環境整備についての案内を配布い

たしました。回覧名簿に出・欠の回答をお願

いします。 

 

3. ⻲⼭ロータリークラブより、創⽴ 26 周年記念

例会終了の礼状を拝受しました。 

4. 四日市⻄ロータリークラブより、三重県イン

ターアクト協議会終了の礼状を拝受しました。 

5. 2016 年度 鈴⿅市児童詩コンクール作品選集

を配布させて頂きました。 

6. 11 月 21 日（火）の例会は一部を「クラブで議

決が必要な任意の例会」といたします。メール、

ＦＡＸで、後刻改めてご案内いたします。 

7. 第 7 回理事・役員会は、11 月 21 日（火）11

時より（例会前）事務局において開催いたしま

す。 

本日の⾏事 

鈴⿅市児童詩コンクール実⾏委員会 

実⾏委員⻑ 大井正美様ご挨拶 

紹介：田中 通会員 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

米山記念奨学⽣ 奨学⾦贈呈 

              張 丹丹様 

委員会報告 

職業奉仕委員会より ⼩林充職業奉仕委員⻑ 

 10 月 24 日の職業奉仕 

 職場例会は沢⼭の⽅ 

にご参加頂きました。 

 若林会員､岸本会員､ 

 森豊会員､野間会員に 

 は大変お世話になり 

ました。お礼申し上げます。 

 

11 月度諸事お祝い 森 豊親睦・家族委員 

敬称略  

【会員誕⽣日】田中 通 岩崎 透 

【結婚記念日】世古口弘⼦ ⼩林充・克⼦様 

 森 豊・久美⼦様 杉野吉彦・清⼦様 

桃井⼒生・澄⼦様 

三重県インターアクト協議会（11/5）の報告 

森 豊インターアクト委員⻑ 

 11 月 5 日三重県インターアクト協議会があり、 

川岸会⻑･加藤ｴﾚｸﾄ･森豊 IA 委員⻑･藤野会員が 

参加しました。来年の協議会のホストクラブに 

⻄ RC がなっています。鈴⿅⾼校から 10 名参加 

してインターアクトのメンバーとホストクラブ 

の紹介をされまして、昼⾷をとりながら日永の 

うちわを作ってきました。最後に加藤ｴﾚｸﾄが次 

期開催の挨拶をしました。来年 11 月第一日曜日 

に実施する予定ですので､よろしくお願いしま 

す。 
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ゴルフ部会からのお知らせ  

森 豊ゴルフ部会⻑ 

 10 月 27 日⻲鈴会のゴルフ・コンペがあり､藤井 

さんが 180 位で賞に入り､142 位寺田さん､81 位 

加藤さん､64 位神野さん､52 位森豐さん､35 位若 

林さん､27 位岸本さん､優勝はｼﾃｨの⽅でした。 

11 月 16･17 日忘年ゴルフを開催します。 

深谷公園環境整備（12/5）のご案内 

勇理維⼦社会  

奉仕委員⻑ 

 深谷公園環境整備を 

12 月 5 日 9：00 開始 

 ご協⼒をお願いします。 

 出欠表の記入をお願い 

します。先週の鼓ヶ浦海岸清掃には沢⼭のご参

加をいただきお礼申し上げます。 

ロータリーの友 11 月号紹介 

川⼾広樹クラブ広報委員⻑ 

出席報告  加藤 稔 出席委員 

正会員 43 名中名 24 名出席．出席率:66.66% 

先週の補正出席率:61.11% 

先々週の補正出席率 78.94:% 

ニコニコボックス報告  

岸本春雄 親睦・家族委員 

※多額            順不同 敬称略 

※河田勝正ガバナー補佐：第 3 回目ガバナー補佐

クラブ訪問です．宜しくお願い申し上げます． 

※川岸光男：先週、海岸清掃ありがとうございま

した． 

柴田友美：海岸清掃では大変お世話になりました．

加藤さんチェーンソーありがとうございました． 

岸本春雄：大井会⻑ようこそ．⼜、バナナ園にも

ようこそ． 

森 豊：お祝いいただきありがとうございます． 

若林忠義：先日は我が社へ来て頂きありがとうご

ざいました．何のおもてなしも出来ずに済みませ

んでした．岸本君、バナナ美味しかったよ！！あ

りがとう． 

宮田忠男：久しぶりの出席です．よろしくお願い

します． 

本日のプログラム:  

「ガバナー補佐の卓話」 

  鈴⿅・⻲山グループガバナー補佐 

河田勝正 

 
ロータリーにおける職業奉仕概念に関する一考察 

―その意義と限界、現代的課題について― 

はじめに 

 ロータリーは今や創⽴以来大改⾰、大転換期を

迎えている。それは鈴⿅サーキットヘアピンカー

ブの様相を呈している、と言える。 

 その最大要因は、2016 年 4 月規定審議会制定案

にみられる如く(1)定款・細則の改正等に伴い(2)

クラブの⾃主性、換言すればクラブ運営はクラブ

の主体性に委ねられる案、更にその制定案の終着

駅は(3)会員維持増強案につきるものでる。 

 そこで対応策＝⽅法論は、過去(歴史)→現在(空

間)→未来(⽴体)、即ち史的考察(問題)→現状分析

(原論)→政策論の再構築である。 
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 詰るところロータリーに課せられた諸問題(課

題)に対し、「問題意識」の明確化・確⽴である。(詳

細は AG クラブ訪問に於いて述べるものとする。) 

一、問題提起 

 IM で述べた如く、今や RI の職業奉仕観と日本

の伝統的職業奉仕理論とは著しく乖離し、現代的

課題としてあらゆるロータリー部門で取り上げら

れている。それは、規定審議会 07-329 に端を発

し、2016 年 4 月の規定審議会の制定案にみられる

如く今ロータリーは大変⾰を迎えている。 

二、史的考察 

三、個別的具体的展開 

 嘗てロータリーの現代的課題である規定審議会

制定案に依る大改⾰は、日本の伝統的職業奉仕論

の「排除」的意味を有する処から、従来型の理論

とは如何なるものか、を追求・分析し、次いで「RI

の職業奉仕観」について考えていきたい。 

 一言で述べれば、日本ロータリーの基本は「⾃

己の職業を通じて地域社会へ奉仕」するところに

ある。一⽅ RI の根幹は単なる「社会的人道奉仕団

体、寄付団体」に移⾏しつゝある。 

 しかるに RI は⼿続要覧、ロータリー章典に記載

あるが如く指定の(標準)定款・細則の趣旨を大きく

はずすと、そのクラブは RC として認めない(認証

しない)とある。そこに於いて、英国版ロータリー

の運営⽅法(RIBI)をとる道も残されているのでは

ないだろうか 

 RI よ！クオバディス！ (汝 何処へ⾏かん) 

四、現代的課題 

 ①規定審議会 2007 年 07-329 

 ②規定審議会 2016 年 

おわりに 

 ロータリーの 112 年の歴史認識は？ 

 更に RI は単なる寄付⾦を出す団体では――との

疑問符が打たれるが･･･ 

 結論はロータリー創始者 ポール ハリスいわく

「ロータリーとは人生哲学である」と。 

 故に「問題意識」の明確化と、ロータリーの原

点に戻り⾃分なりの⾃主性、主体性をもったロー

タリー理論の「再構築」である。 

  究極の一言 

  Rotary with Philosophy of Human Love! 

 

 
 

 


